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プロジェクト概要 
 

本プロジェクトでは、2050 年までに、体外から専門家や本人が遠隔

（体外）操作で、体内の状態を安全・安心に把握・改善・向上できる社

会の実現を目指し、体内で、生体分子の利用を基盤とする細胞内サイバ

ネティック・アバター(以降、細胞内 CA)の連携・協調の遠隔操作技術

の創出と利活用を推進します。ナノメートルスケールの人工や天然の生

体分子から構成される細胞内 CA を設計することで、マイクロメートル

スケールの細胞間相互作用を用いて、細胞レベルで体内を良い状態に保

つことができる社会を実現します。 

 

 

 

 

２０３０年までのマイルストーン 
 

体内の状態を日常的に把握する必要がある人が、医師や専門家たちの

適切な処置やアドバイスを受けられて、安心感のある日常生活を実現し

ます。細胞内 CA の遠隔制御性の動作確認を通して、細胞自身で制御が

完結する標的細胞の除去システムから、医師・専門家による診察・検査

を行った上で、その判断に基づいて処置する遠隔制御システムに発展さ

せます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

研究開発体制（2026 年 4 月時点） 
 

6 つの研究開発項目で構成される研究体制のもと、細胞内 CA を設計

し、設計した細胞内 CA を細胞へ搭載する工程から、細胞内 CA を搭載し

た細胞の動態を、培養環境・生体内・生体内模擬環境において評価する

ことで、細胞内 CA の遠隔制御を介した細胞操作の安全性・制御性を確

認していきます。 
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